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〈旅
の
始
ま
り
と
ト
ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧
路
〉

ト
ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧
路
の
す
さ
ま
じ
い

一
年
が
大
詰
め

を
迎
え
て
い
ま
す
。
台
風
十
号
、
大
地
震
、

一
月
の
猛
吹

雪
と
続
い
た
自
然
界
の
す
さ
ま
じ
さ
よ
り
も
、
釧
路
湿
原

で
始
ま

っ
た
自
然
再
生
事
業
と
い
う
名
の
公
共
事
業
に
向

け
ら
れ
た
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
ご
さ
に
翻
弄
さ
れ
る

二
〇
〇
三
年
度
で
し
た
。
ト
ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧
路

(
サ
ル

ン
は
ア
イ
ヌ
語
で
湿
原
を
意
味
)
と
い
う
自
然
保
護
団
体

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
の
方
法
で
用
地
を
取
得
し
、

釧
路
湿
原
の
集
水
域
に
自
然
保
護
地
を
作

っ
て
き
た
市
民

団
体

で
す
。
現
在
、
管
理
す
る
用
地
は
約

一
八
六
診
。
保

護
さ
れ
て
い
な
い
湿
原
や
荒
廃
し
て
い
る
湿
原
周
辺
の
丘

陵
地
を
保
全
の
た
め
取
得
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
初
頭
、
釧
路
湿
原
で
自
然
再
生
事
業
を
始

め
る
事
を
決
め
た
環
境
省
か
ら

「協
働
」
が
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

ト
ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧
路
の
自
然
保
護
活
動
は
、
国
立
公
園

化
さ
れ
て
も
釧
路
湿
原
は
保
護

・
保
全
さ
れ
ず

「荒
廃
と

衰
退
」
の
道
を
歩
ん
で
い
る
と
の
認
識
で
始
ま

っ
て
い
ま

す
。
環
境
省
が
釧
路
湿
原
で
開
始
し
た
自
然
再
生
事
業

の

認
識
と
基
本
的
に

一
致
し
、
協
働
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

〈
官
、
民
の
温
度
差
〉

協
働
に
至
る
半
年
、
平
坦
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
官
と
民
の
立
場

の

「
温
度
差
」
が
大
き
く
協
働

は
挫
折
寸
前
に
も
な
り
ま
し
た
。
環
境
省
は
、
ト
ラ
ス
ト

サ
ル
ン
釧
路
の
用
地
を
使
い

「官

・
業
」
中
心
の
自
然
再

生
事
業
を
実
施
し
た
い
と
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
「協
働
」

で
の
認
識
の
違
い
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

N
P
O
法
人
ト
ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧
路
は
、

「自
由
な
社

会
貢
献
活
動
」
(N
P
O
法
第

一
条
)と
し
て
土
地
を
保
有

し
、
自
然
の
恩
恵
を
社
会
的
に

「享
有
」
す
る
こ
と
を
社

会
的
使
命

・
貢
献
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
・

市
民
団
体
が
行
政
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
自
主
的
に

作
り
上
げ
て
き
た
自
然
保
護
の

「享
有
」
地
を

「計
画
か

ら
事
業
の
実
施
ま
で
第
三
者
の
官

・
業
に
委
ね
る
」
こ
と

に
な
る

「
協
働
」
は
所
有

・
管
理
権
に
か
か
わ
り
、
市
民

団
体
が
自
主
的

・
主
体
的

に
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
の
放

棄
も
意
味
し
ま
す
。

行
政
と
市
民
団
体
が
対
等

・
平
等
を
原
則
と
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
、
共
に
成
長
発
展
す
る
と
い
う

「協
働
」
の
持

つ
意
味
で
認
識
の
食
い
違

い
が
明
ら
か
で

し
た
。
環
境
省
の
提
案
に
は
市
民
団
体
の
活
動
原
則
や
目

的
、
自
主
性
を
損
な
い
、
対
等

・
平
等
と
は
い
え
な
い
も

の
を
含
ん
で
い
ま
す
。

釧
路
湿
原
の
保
全
の
た
め
、
多
数
の
人
々
の
基
金
と
精

神
的
支
援
で
委
託
さ
れ
て
い
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
の

用
地
(自
由
な
社
会
貢
献
活
動
に
よ
る
成
果
)
を

「官

・
業

の
事
業
に
委
ね
提
供
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
ふ
民
主
的
手

続
き
を
得
て

「再
生
の
場
を
官

・
業
に
提
供
し
た
」
と
し

て
も
、
自
主
自
立
の
立
場
で
土
地
を
管
理
し
、
「
土
地
不

買
」
を
原
則
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
活
動
と
市
民

団
体
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
ま
す
。

〈協
働
と
い
う
こ
と
〉

市
民
団
体
と
行
政
が

「
相
互
の
信
頼
と
対
等

・
平
等
な

関
係
に
基
づ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
」
す
る
こ
と

が

「協
働
」

の
内
容

で
す
。
N
P
O
法
が
生
ま
れ
た
背
景

に
は
、
自
主
的

に
社
会
活
動
を
展
開
す
る
市
民
団
体
の
発

展
で
、
停
滞
す
る
日
本
経
済
と
社
会
を
打
開
す
る
役
割
と

し
て
の
期
待
も
あ
り
ま
す
。
協
働
は
官
が
民
を
支
配

・
利

用
す
る
新

た
な
仕
組
み
作
り

で
は
な
く
、
市
民
団
体
が

「公
共
事
業
」
の
旨
味
を
求
め
、
行
政
に
擦
り
寄
る
関
係
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で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「地
域
の
住
民
が
生
態
系
の
鍵
を
握
る
存
在
」
(
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
決
議

・
湿
地
回
復
の
原
則
と
指

針
)
で
あ
る

こ
と
を
基
本
と
す
る
施
策
が
行
政
の
方
針
と
な
り
、
自
然

の
保
護
で
高
い
意
識
と
実
効
性
を
伴
う
実
践
活
動
が
住
民

・

市
民
の
中
に
生
ま
れ
る
な
ら
、
質
の
高

い
生
態
系

の
保
護

と
保
全
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
長
期

に
及
ぶ
自
然
の
保
護

と
再
生
の

「鍵
」
を
握
る
こ
と
か
ら
、

「
協
働

」

の
意
味

が
生
ま
れ
ま
す
。

〈歩
き
出
し
た
自
然
再
生
推
進
法
〉

釧
路
湿
原
で
は
、
二
〇
〇
三
年

一
月
に
施
行
さ
れ
た
自

然
再
生
推
進
法
に
基
づ
く
自
然
再
生
協
議
会
が
十

一
月
に

発
足
し
ま
し
た
。
足
早
に
十
二
月
に
二
回
目

の
協
議
会
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
釧
路
湿
原
の

「自
然
再
生
事
業
」
の
展

開
が
急
ピ

ッ
チ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

自
然
再
生
推
進
法
に
基
づ
く
手
続
き
が
始

ま
っ
た
地
域

は
全
国

で
二
箇
所
、
本
格
的
な
展
開
は
釧
路
湿
原
が
始
め

て
と
さ
れ
る
中

で
、
官

・
民

・
業
の
思
考
錯
誤
が
続
い
て

い
ま
す
。

「釧
路
湿
原
を
自
然
再
生
事
業
の
全
国
モ
デ
ル
」
と
す

る
た
め
環
境
省
は
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ス
ト
サ
ル

ン
釧
路
も
環
境
省
と
の
や
り
と
り
が
あ

っ
た
中
で
、
ト
ラ

ス
ト
サ
ル
ン
釧
路
が
約

一
〇
〇
㎞
の
土
地
を
管
理
す
る
釧

路
湿
原

・
達
古
武
沼
周
辺
地
域
の
自
然
再
生
事
業
で
、
計

画
か
ら
事
業
展
開
も
含
め
ト
ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧
路
が
自
然

再
生
を
主
体
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
、
本
格
的
な
事
業

へ
向
け
て
の
基
本
計
画
作
り
の
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
実
施
し
て
い
る
ト
ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧
路
の
自
然
再

生
事
業
は
、
自
然
再
生
法
以
前
の
事
業

で
環
境
省
が
独
自

事
業
と
し
て
進
め
て
い
る
事
業

の
協
働

で
す
。
今
後
、
自

然
再
生
推
進
法
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
こ
れ
ら
の
事
業
も

提
案
さ
れ
ま
す
が
、
「集
水
域
単
位
の
自
然
再
生
」
、
「
市

民
が
主
体
」
「自
然
破
壊
と
無
駄
と
な
ら
な
い
事
業
」

で

あ
る
こ
と
を
協
働
の
立
場

で
確
認
し
、
充
実
さ
せ
実
効
性

の
高
い
再
生
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

〈自
然
再
生
推
進
法
の
行
方
〉

自
然
再
生
推
進
法
は
、
二
〇
〇
二
年
春
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
新

・
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
閣
議
決
定
に
続
い
て
二

〇
〇
三
年

一
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
法
律
の
審
議
の
過

程

で
は
、
自
然
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
の
肯
定
的
評
価
と
と

も
に

「
過
去
と
現
在
の
自
然
破
壊
事
業
に
つ
い
て
の
反
省

が
な
い
」

こ
と
や

「無
駄
な
公
共
事
業
続
出
の
危
惧
」

の

指
摘
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
国
家
戦
略
と
自
然
再
生
推
進
法
に
よ

っ
て
、

環
境
省
は
自
然
の
保
護
と
再
生
の
た
あ
、
公
共
土
木
事
業

を
含
む
各
種
事
業
を
本
格
的
に
、
あ
る
意
味
で
は
国
交
省

並
み
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
可
能

に
な

っ
た
と
い
え
ま

す
。
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
言
え
ば
、
従
来
型
の
土
木
事

業
と
は
質
的
に
違
う
方
向
を
環
境
省
は
模
索
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

自
然
再
生
推
進
法
は
環
境
省
、
農
水
省
、
国
交
省
が
共

同
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
の
法
律
を
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト

「地
域
の
和

科
学
の
目

自
然
の
力

・
自
然
再
生
法

の
あ
ら
ま
し
」
に
は
自
然
再
生
推
進
法
に
基
づ
く
自
然
再

生
事
業
の
展
開
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

①

自
然
再
生
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
、
実

施
者
と
し
て
事
業
の
目
的
と
内
容
を
示
し
発
意
し
、
自

然
再
生
協
議
会
を
組
織
す
る
。
協
議
会
は
参
加
を
希
望

す
る
人
々
に
対
し
幅
広
く
公
平
な
参
加
の
機
会
を
確
保

し
、
関
係
行
政
機
関
は
組
織
化
に
あ
た
り
必
要
な
協
力

を
行
い
、
協
議
会
に
必
ず
参
加
し
、
自
然
再
生
の
推
進

に
努
め
る
。

②

協
議
会
は
地
域
の
自
然
再
生

の
全
体
的
な
方
向
を
定

め
る

「自
然
再
生
全
体
構
想
」
を
作
成
す
る
。
全
体
構

想
の
内
容
は

「
区
域
」
「目
標
」
「協
議
会
に
参
加
す
る

も
の
の
氏
名
、
役
割
分
担
」
な
ど
と
し
、
全
体
構
想

の

作
成
に
当
た

っ
て
は
事
前
に
地
域
の
自
然
環
境
に
関
す

る
科
学
的
デ
ー
タ
の
収
集
、
社
会
的
状
況
に
関
す
る
調

査
を
実
施
し
そ
の
結
果
を
元
に
協
議
す
る
。

③

自
然
再
生
の
全
体
構
想
を
踏
ま
え
、
実
施
者
は
個
々

の

「自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
」
を
作
成
す
る
。
実
施

計
画
は

「事
前
に
科
学
的
デ
ー
タ
を
収
集
」
す
る
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て

「
詳
細
な
現
地
調
査
を
実
施
」
し
、

「地
域
に
お
け
る
自
然
環
境

の
特
性

に
応
じ
た
適
正
な

区
域
及
び
内
容
」
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。
対
象
地
域

に
生
息

・
生
育
し
て
い
な
い
動
植
物
が
導
入
さ
れ
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る
。

④

自
然
再
生
事
業
の
実
施
で
対
象
地
域
の
自
然
が
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
か
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
そ
の
結
果
を

科
学
的
に
評
価
し
、
適
切

で
な
い
場
合
は
見
直
し
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に
よ

っ
て
は
事
業
の
中
止
も
含
め

対
応
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
順
応
的
に
実
施
す
る
。
実

施
計
画
で
具
体
的
な
自
然
環
境
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
整

備
す
る
よ
う
努
め
る
。

⑤

自
然
再
生
の
重
要
な
視
点
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る

資
源
と
知
見
の
把
握
と
活
用
。
地
域
の
環
境
と
調
和
し

た
農
林
水
産
業
の
推
進
。
地
球
環
境
規
模
の
視
野
や
広

域
的
な
連
携
。

*
ゴ
チ

ッ
ク
の
順
番
で
再
生
事
業
が
展
開
さ
れ
る

(筆
者
要
約
)

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
解
説
さ
れ
て
い
る
内
容
は
こ
れ
ま
で

の
公
共
事
業
の
手
法
と
は
格
段
に
違
う
も
の
と
な

っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
自
然
再
生
事
業
が
実
際
に
始
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ま
る
と
様
々
な
問
題
や
不
透
明
な
部
分
も
見
え
て
き
ま
し

た
。〈自

然
再
生
協
議
会
の
中
味
〉

釧
路
湿
原

で
は
二
〇
〇
三
年
十
二
月
ま
で
に
自
然
再
生

推
進
法

に
基
づ
く
自
然
再
生
協
議
会
が
発
足
し
、

「自
然

再
生
事
業
全
体
構
想
」
の
骨
子
が
示
さ
れ
る
段
階
ま
で
進

み
ま
し
た
。

協
議
会
に
参
加
し
た
公
募
の
委
員
は
八
○
人
(注
)
。
委

員
は
協
議
会
に
設
置
さ
れ
た
六
委
員
会
(複
数
参
加
可
)
に

希
望

で
入
り
、
個
別
の
事
業
は
こ
の
委
員
会

で
示
さ
れ
、

協
議
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
委
員
会
は
二
〇
〇

四
年
初
頭
か
ら
順
次
開
催
さ
れ
ま
す
。
委
員
会
に
設
置
さ

れ
た
六
委
員
会
は
以
下
と
な

っ
て
い
ま
す
。

①
、
湿
原
再
生
小
委
員
会

②
、
旧
川
復
元
小
委
員
会

③
、
土
砂
流
入
小
委
員
会

④
、
森
林
再
生
小
委
員
会

⑤
、
水
循
環
小
委
員
会

⑥
、
再
生
普
及
小
委
員
会

(注
)
協
議
会

の
委
員
は
意
思
の
あ
る
個
人

は
だ
れ
で
も

参
加
で
き
る
。
団
体
参
加
の
委
員
は

一
名

に
制
限
さ
れ

て
い
る
。
委
員

の
任
期

一
年
。

〈自
然
再
生
法

「旅
立
ち
」
の
諸
問
題
〉

①

自
然
再
生
協
議
会
の
発
足
に
つ
い
て

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会
は
、
環
境
省
、
国
交
省
な

ど
五
行
政
機
関
二
民
間
組
織
が

「実
施
者
」
と
し
て
名
乗

り
を
あ
げ
、
「発
意
」
し
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
省
と
協
働
し
自
然
再
生
事
業
を
開
始
し
て
い
る
ト

ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧
路
は
実
施
者
と
し
て

「発
意

・
提
案
」

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
加
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
「
実
施
者
と
し

て
協
議
会
を
発

意
」
し
た
各
団
体
が

「実
施
す
る
」
は
ず
の
個
々
の
事
業

の
具
体
的
な

「
目
的

・
内
容
」

(注
)
を
明
確
に
示
さ
な

か

っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
予
想
さ
れ
る
事
業
に
は
積
極

的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
「
自
然
破
壊
や
無
駄

な
公
共
事
業
」
の
懸
念
が
生
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

個
々
の
中
味
が
不
明
な

「
自
然
再
生
事
業
」
の
共
同
提
案

者
と
し
て
名
を
連
ね
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

(注
)
自
然
再
生
推
進
法

の
解
説
で
は

「
実
施
者
」

が

「
そ
の
事
業

の
目
的
や
内
容
を
示
し
」
協
議
会

へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
実

施
者
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
た
計
七
団
体
か
ら
は
予
定

事
業
の
具
体
的
な

「
目
的
、
内
容
」
が
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
自
然
再
生
事
業
の
事
例
と
し
て
十
二
項
目
が
列

記
さ
れ
た
文
書
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
項
目
だ
け
の

も
の
も
あ
り
ま
す
。
協
議
会
事
務
局
担
当
者
は
こ
こ
で

示
す

「
目
的
と
内
容
」
は
釧
路
湿
原
と
い
う
漠
然
と
し

た
自
然
再
生
の

「
目
的
と
内
容
」
が
示
さ
れ
て
い
れ
ば

用
件
は
満
た
す
と
し

て
、
個
々
の
事
業

に
つ
い
て
の

「目
的
と
内
容
」
は
各
小
委
員
会

で
示
さ
れ
る
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
内
容
で
再
生
協
議
会
が
発
足
し
た
こ
と

は
今
後
に
禍
根
を
残
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

②

自
然
再
生

「事
業
者
」
協
議
会
?

自
然
再
生
協
議
会
に
設
置
さ
れ
た
六
委
員
会

(個
別
事

業
の

「
目
的
と
内
容
」
を
示
す
と
し
て
い
る
)
で
N
G
O

と
し
て
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
ト
ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧
路

が
意
見
を
述
べ
る
と
す
る
と
、
最
低
六
人
の
委
員
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
団
体
委
員
は

一
人
と
規
制
さ
れ

て
い
る
の
で

一
人
が
六
委
員
会
を
掛
け
持
ち
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
専
門
性
も
必
要
な
委
員
会
の
掛
け

持
ち
は
不
可
能

に
近

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通
常
、

自
然
保
護
活
動

に
参
加
す
る
人
々
の
多
く
は
別
に
職
業
を

持

っ
て
お
り
、
平
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
協
議
会

に
参
加

で
き
る
の
は
、
待
遇
が
保
障
さ
れ
た
人
々
、
あ
る

い
は
再
生
事
業

で
な
ん
ら
か
の
利
益
を
得
る
可
能
性
を
探

る

「
事
業
関
係
者
」
と
い
え
ま
す
。
実
態
と
し
て
自
然
再

生
協
議
会
は

「誰

で
も
参
加
」
で
き
る
こ
と
か
ら
多
く
の

事
業
関
係
者
が
委
員
と
し
て
参
加
し
、
「自
然
再
生

『
事

業
者
』
協
議
会
」
と
そ
の

「小
委
員
会
」
と
い
う
様
相
も

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

③

「無
駄
と
自
然
破
壊
」
を
止
め
る
こ
と
は
可
能
か

自
然
再
生
協
議
会
に
は
自
然
再
生
推
進
法
二
条
の
趣
旨

で
あ
る

「
開
発
行
為
等
に
伴
い
損
な
わ
れ
る
環
境
と
同
種

の
も

の
を
そ
の
近
く
に
創
出
す
る
代
償
処
置
と
し
て
で
は

な
い
」
事
業
を
実
施
し

「過
去
の
社
会
経
済
活
動
等
に
よ
っ

て
損
な
わ
れ
た
生
態
系
そ
の
他
の
自
然
環
境
を
取
り
戻
す
」

こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
が
実
施
で
き
る
と
い
う
確
固
と

し
た
機
能
を
作
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

再
生
協
議
会
に
官

・
業
以
外
の
地
域
住
民
、
N
G
O
も

参
加
で
き
る
門
戸
が
広
く
開
か
れ
て
い
る
こ
と
は
画
期
的

で
す
。
し
か
し
、
各
実
施
者
が
意
図
し
て
い
る
事
業
の
個

別
の
目
的
と
内
容
が
不
明
な
ま
ま
、
事
業
関
係
者
が
多
数

の
自
然
再
生
協
議
会
が
発
足
し
、
事
業
が
具
体
化
し
て
い

く
姿
が
正
常
な
も
の
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
、
従
来
型
の

「
内
輪
の
公
聴
会

・
委
員
会
」
と
ど
こ
が
違
う
か
問
わ
れ

ま
す
。

協
議
会
は

「釧
路
湿
原
の
生
態
系
に
関
わ
る
数
多
く
の

公
共
土
木
事
業
を
自
然
再
生
の
土
俵
に
乗
せ
る
」
場
を
作

っ

た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
す
る
意
見
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
六
委
員
会

の
中

で
提
案

さ
れ
る
数
多
く
の
事
業
が

「自
然
再
生
」
の
事
業
と
な
る
の
か

「
自
然
破
壊
」
と
な

る
の
か
十
分
検
討
さ
れ
、
事
業
を
事
前
に
中
止
、
変
更
さ

せ
る
確
か
な
保
障
は
、
現
状
の
中

で
担
保
さ
れ
て
い
な
い

と
い
え
ま
す
。
「調
査
」
「
試
験
」
事
業
も
実
効
性
を
伴
う

も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
順
応
的
管
理
も

「事
業
を
始
め
る
前
か
ら
」
が
重
要
で
す
。

④

再
生
事
業
を
検
証
す
る
第
三
者
機
関
が
必
要
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こ
れ
ま
で
二
回
開
催
さ
れ
た
自
然
再
生
協
議
会
で
発
言

し
た
委
員
は
八
○
人

の
委
員

の
中
で
わ
ず
か

二
、
三
人
で

し
た
。
「協
議
会
」
の
機
能
に
つ
い
て
の
疑

問
が

マ
ス
コ

ミ
か
ら
も
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
回
開
か
れ
た
自

然
再
生
協
議
会

で
は
自
然
再
生
推
進
法
の
持

つ
本
質
的
な

意
味
を
問
う
議
論
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

「事
業

者
協
議
会
」

の
弊
害
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
批

判
的
検
証
を
お
こ
な
う
第
三
者
機
関
が
必
要

に
な

っ
て
い

ま
す
。

自
然
再
生
事
業

で
は
市
民
団
体
も

一
部
で

「事
業
者
」

に
な
り
ま
す
。
事
業

の
検
証
が
当
事
者
だ
け

で
良
い
の
か

と
い
う
疑
問
も
生
ま
れ
ま
す
。

今
回
の
自
然
再
生
協
議
会
の
中
に
は
湿
原
再
生
で
最
も

重
要
な
集
水
域

・
流
域
管
理
を
統
括
す
る
委
員
会
が
あ
り

ま
せ
ん
。

(行
政
委
員
か
ら
流
域
管
理
を
重
視
す
る
発
言

が
あ

っ
た
)
第
三
者
機
関

に
は
生
態
系
に
影
響
を
与
え
る

自
然
再
生
事
業
以
外
の
公
共
土
木
事
業

(農
地
防
災
事
業

な
ど
)
に
対
し
、
再
生
事
業
と
と
も
に
流
域

の
管
理
に
つ

い
て
意
見
、
勧
告
な
ど
を
行
え
る
仕
組
み
と
権
限
を
も
た

せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

〈自
然
再
生
事
業
の
方
向
〉

八
○
人

の
委
員
を
擁
す
る
自
然
再
生
協
議
会
は
、
テ
ー

マ
ご
と
に
六
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
釧
路
湿
原
自

然
再
生
事
業
の
全
体
方
向
を
定
め
る
と
す
る

「自
然
再
生

全
体
構
想
」
の
骨
子
は
三
回
、
四
回
目
の
協
議
会
で
議
論

す
る
こ
と
が

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
し
て
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
然
再
生
の
意
味
と
思
惑
で
温
度
差
の
大
き
い

八
○
人
の
委
員
が
集
ま
り
全
体
構
想
の
議
論
が
ど
の
よ
う

な
も
の
と
な
る
の
か
不
明
で
す
。

自
然
再
生
協
議
会
を
組
織
し
た

「実
施
す

る
者
」
が
示

す
、
再
生
事
業
の
事
例
の
中
に
は

「自
然
再
生
事
業
」
と

し
て
疑
わ
し
く
自
然
破
壊
と
な
り
か
ね
な
い
も
の
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
疑
問
の
大
き
い
提
案
で
あ

っ
て
も

「再
生

事
業
と
し
て
事
業
提
案
で
き
る
」
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の

が

「自
然
再
生
協
議
会
」
で
す
。
「内
容
と
目
的
」
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
機
能
、
歯
止
め
も
あ
り
ま
せ
ん
。
現
状

で
は

「美
味
し
い
公
共
事
業
」
を
狙

っ
た

「
下
心
事
業
」
ま
で

自
然
再
生
事
業
協
議
会
で
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
協
議
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
、
時

間
と
労
力
を
費
や
し
議
論
す
る
こ
と
に
は
耐
え
ら
れ
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。

事
業
が

「無
駄
と
自
然
破
壊
」
を
招
き
、
論
外
な
提
案

と
な
ら
な
い
よ
う
事
前
に
審
査
し
提
案
す
る
と
と
も
に
、

「実
施
者
と
し
て
自
然
再
生
事
業
を
発
意
」

し
た
こ
と
の

責
任
の
所
在
も
明
確
に
す
る

「実
施
者
と
し
て
の
提
案

・

発
意
責
任
」
を
問
う
仕
組
み
も
必
要

で
す
。

〈試
さ
れ
る
自
然
再
生
事
業
〉

自
然
再
生
と
い
う
事
業
展
開
で
、
再
生
協
議
会
に
集
ま

っ

た
行
政
、
業
界
、
研
究
者
、
市
民
団
体
、
住
民
の
間
で
の

「自
然
再
生
」
の
共
通
認
識
が
不
足
し
、
温
度
差
も
大
き

い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
事
例
と
し
て
示
さ
れ
た
十

二
項
目
の
事
業
が
こ
の
ま
ま
自
然
再
生
事
業
と
し
て
開
始

さ
れ
る
な
ら
、
「従
来
型
の
公
共
事
業
の
衣
の
着
せ
替
え
」

と
な
る
懸
念
も
大
き
く
、
「過
去
に
損
な
わ
れ
た
自
然
環

境
を
取
り
戻
す
」

の
で
は
な
く

「無
駄
と
新
た
な
自
然
破

壊
」
を
生
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

自
然
再
生
事
業
は
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課
題

で
あ
る
地
球
環

境
保
全
の
責
務
を

ロ
ー
カ
ル
の
現
場

で
具
体
化
し
実
施
す

る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
自
然
再
生
事
業

の

レ
ベ
ル
が
世
界
の
経
験
に
学
び
基
準
を
満
た
す
も
の
と
な

っ

て
い
る
の
か
、
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
試
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
業
で
自
然
再
生
事
業

の

「全
国
モ
デ
ル
」
を

釧
路
湿
原
で
構
築
し
、
全
国
発
信
す
る
事
が
謳
(う
た
)
わ

れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
の

一
角
で
進
め
ら
れ
て
い
る

「全

国
モ
デ
ル
の
構
築
」
は
日
本
の
自
然
保
護
行
政
の
今
後
を

問
う
も
の
に
も
な
る
と
い
え
ま
す
。

現
状
で
は
、
自
然
破
壊
と
な
り
か
ね
な
い
事
業
も
保
全

も
各
省
庁
の
縦
割
り
事
業

の
ま
ま

「
一
把

一
括
り
」

の

「
自
然
再
生
事
業
」
と
し
て
進
め
ら
れ
る
危
惧
が
強
ま

っ

て
い
ま
す
。

自
然
保
護
行
政
に
多
く
の
影
響
を
与
え
て
き
た
旦
局
横

断
道
、
士
幌
高
原
道
、
千
歳
川
放
水
路
な
ど
北
海
道
各
地

の
自
然
保
護
運
動
は

「自
然
再
生
」
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
各
地
の
自
然
保
護
活
動
の
蓄
積

を
無
に
す
る
こ
と
の
な
い

「
自
然
再
生
の
全
国
モ
デ
ル
」

を
生
み
出
す
こ
と
に
ト
ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧
路
は
努
力
を
重

ね
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
釧
路
湿
原
自
然
再
生
事
業
の

検
証
と
参
加

・
支
援
を
要
請
し
ま
す
。
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